FUJITSU 


(保証書付）取扱説明書 

上手にご利用いただくために 


正しく安全にお使いいただくために、 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みください。 

ご使用中にわか5ないことや不具合び生じたとをにお役 
に立ちます。 

特に、 安全上のごま意 は必ず読んで正し<お使い<ださ 
い。お読みになった後は、お使いになる方びいつでち見 
5れるところに必ず保存してください。 

なお、この取扱説明書には「保証書」び付いています。 
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特長 


1. トリプル脱臭 

[3 つの機能でお部屋のすみずみまで強力脱臭] 


① 金属酸化触媒フィルター 

[ W コーティング加工によりル型化び実現] 
⑨ UV デオドラントユニット 
(オゾン脱臭+金属酸化触媒） 

③消臭成分の放出 



このプラズマイオン UV 加湿脱臭機は、巧 


のようなニオイの脱臭に効果を発揮しまず。 


(カーテン臭、か護臭、洗濯物の臭い、ホルムアルデヒド、 
カビ真靴の臭い、体真生づミ臭、タバコ臭※、力一ぺッ 
卜臭、汗の臭い、調理臭、ぺット臭、し尿真水惶の臭い） 

* ニオイの感じちには個人差びあり、おずニオイをとちな 
ラとはかざりません。 



※タバコの有害物質（一酸化炭素等）は除去でをません。 


2. 気化方式加湿機能 

[こだねりの清潔ノ くワフル加湿] 


加湿をわわない時は、 
フイルター浸水なしで 
さ5に清潔。 


オゾン内部ク U — ン 
機能を搭載。 

だか5清潔。 


加湿フィルターを徹底乾燥！ 
加湿フィルター乾燥運転 



UV ユニット 

オゾン供給ダクト 

オゾンを直接加湿フィル 
夕一に放出。 


加湿フィルター 

加湿運転停止後に弱送風 
運転で加湿フィルターを 
徹底乾燥。 


加湿フィルター、トレイ、水車、タンクには抗菌材’ X ’を使用して菌の繁殖を抑制します。 


気化ち式採用 

気化方式とは、送風により水び気化ずる方式でず。 
♦湯気（蒸気）や震は見えません。 

♦風量び強くなるほど加湿能力び高くなります。 



パワフル加湿！ 


定格加湿量 
430 mL/h 



※加湿フィルター：〔試験機関〕（財)日本祐績検査協会〔試験方法〕定量試験（菌液吸収法）」信 L 1902 に種類の菌で実施) 
〔試験結果〕抗菌活性値 3.3 し U 上（抗菌活性値 2.0 し i (上で抗菌効果あり） 

※トレイ、水車：〔試験機関〕（財）曰本が績検査協会〔試験ち法〕フィルム密着法」旧 Z 2801(2 種類の菌で実施） 
〔試験結果〕抗菌活性値 2.5 し i (上（抗菌活性値 2.0 上で抗菌効果あ 0) 

※タンク：〔試験機関〕（財）曰本が績検査協会〔試験ち法〕フィルム密着法」旧 Z 2801(1 種類の菌で実施） 

〔試験結果〕抗菌活性値 4.5 上（抗菌活性値 2.0 上で抗菌効果あ 0) 


3.スリム&コンパクト 

[ 置き場所に困5ないずつきり設置] 






























































































































上手な使い方 


プラズマイオン UV 加湿脱臭機でよりよい快適な生まををるために、適切なご使用ち法と、 
をおすすめします。 


定期的なお手入れ （( r ^ 17ぺージ) 


空気の循環やニオイの状態に合わせて使ラと効果的でず。 


参エアコンの巧面に設置しまずと、 
循環効果を高めます。お部屋の冷 
暖房時には、空気をされいにしな 
びら室温の上下ムラを抑えまず。 



• 風向ルーノ（一をニオイの発生源に 
向けて、消臭成分を吹さ付ける使 
い方ちでさまず。 



• プラズマイオン UV 加湿脱臭機を 
運転していてち、でさるだけ換気 
を行ラことびお部屋のニオイを減 
らずのに効果的でず。 

参ペットの数び多いなど、ニオイび 
強いときには、部屋の広さによら 
ず、2台 LU 上の設置で効果び現れ 
る場合びありまず。 



用途に合わせて運転モードを使い分けると効果的でず。 


自動運転 

ニオイの強さに応じて、センサーび 
働き自動的に風量を調節し効率のよ 
い運転びでさまず。あまりニオイび 
強 < ないとさにおずずめでず。 


(厮] 2ぺージ) 



弱運転 

おやずみのとさや、ホちやんのいる 
お部屋、読書や勉強のとさにおずず 
めでず。* 20dB (0^ 12ぺージ) 
パイ□ットランプの明るさを抑えま 
ず。 



急速運転 

おむつの交換など、一時的に強い二 
オイび発生ずるとさにおずずめで 
ず。]時間最大能力で運転しまず。 
(厮] 2ぺージ） 



お願い1 

♦調理のときに出る煙や石油燃焼機器などの点火-消火時に出る煙を直接吸わせないでください。内部に付着した 
煙に含まれる固形分を分解しされず、吹出口からニオイびずる原因になりまず。レンジフードや換気扇などで室 
外に排出してからプラズマイオン UV 加湿脱臭機を運転してください。 


ニオイセンサーについて 

センサーは、プラズマイオン UV 加湿脱臭機の置かれている近くのペット臭、調理臭、アルコー 
ル臭、 化粧品臭、スプレー臭、タバコ臭&などのニオイに反応します。 

* ドアの開閉による急激な温度、湿度の変化や無臭ガスにち反応ずることびありまず。 

* 燃焼機器、炊飯器などから出る水蒸気に反応ずることびありまず。 

* 常時ニオイのある場所や、ニオイの主成分によっては反応しないことびありまず。ニオイについては個人差びあ 
りまずので、センサーび働かなくてちニオイび感じられる場合びありまず。 

* 電源プラグを差し込んでから2分間はセンサーび反応しません。 この間の空気をされいな状態として最初に記憶 
しまずび、常に更新していまず。とさどさ窓を開けて換気ずるなど、でさるだけされいな空気の状態にずると、 

センサーの反応びよくなりまず。 

ニオイのない煙、八ウスダスト（ホコ1」、ダニの死びい、カビの胞テ、花粉)、細菌、ウイルスは検知しません。， 

※タバコの有害物質（一酸化炭素等）は除去でさません。 

ニオイセンサー感度切り替えについて 

• 自動運転時の風量の切り替わりび頻繁でわずらわしいときや、より敏感に切り替えたいとき 
などに U アパネルを外して（外し方0^20ページ)、センサー感度切替スイッチで感度の 
高なを切り替えることびでさまず。 
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ほ I 响高 

センサー感度切替 























































まを上の ごミ主意 (必ずお守りくださし、) 


♦ご使用の前に、この「安全上のごを意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 
♦この項目は、いずれを安全に関ずる内容でずので、必ず守ってください。 

♦『警告』『ミ主意』の意味は次のよラになっていまず。 


A 警告 

取巧いを誤った場合、使用者び死こまたは重傷を負ラ可能性び想定されるちの。 

A ま思 

取扱いを誤った場合、使用者び軽傷を負ラ危険び想定されるちのおよび物的損害の発生び想定さ 
れるちの。 


絵表示について 


A 

を 


A 記号は、警告-注意を告げるちのです。 

&記号は、禁止の行為を告げるちのです。記号の中や近くの絵は具体的な禁止内容を表しています。（左 
図の場合は、分解や修理-改造の禁止） 

參記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。記号の中の絵は具体的な指ち内容を表し 
ています。（左図の場合は、電源プラグをコンセントか5巧いてください。） 


A 警告 


交流1 00 V L ソがでは使用しない 

火災や感電の原因にな0まず。 



0 

禁止 


電源コードを束ねたり、タコ足配線で使用しない 

火災の原因にな0まず。 



禁止 


電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、 
無 S に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、束 
ねて通電したり、高温部に近づけたり、また、重 
いものを載せたり、挟み込んだりしない 

電源コードび破損し、火災や感電 
の原因になりまず。 



禁止 


電源プラグはプラグ-コンセントのホコリを取り 
除き、ガタツキのないよラに刃の根元まで確実に 
差し込む 


ホコ U び付着していたり、接続 
び不完全な場合は、感電や火災 
の原因になりまず。プラグ•コ 
ンセントにゆるみや傷みびある 
場合は、お買い上げの販売店に 
ご相談 < ださい。 



必ず実施 


電源コードが家具等の下敷をになったまま使用しな 
い 


火災の原因にな0まず。 


a] 





0 

禁止 


電源コードや電源プラグび傷んでいたり、コンセ 
ントの差し込みがゆるいときは使用しない 

感電やショート、発火の原因に 
な0まず。 



0 

禁止 


定期のに電源プラグのホコリを取る 

ホコ U びたまると、湿気などで 
絶縁不良とな0、火災の原因に 
なりまず。 



めれた手で電源プラグを巧き差ししない 

感電をずる原因にな0まず。 


必ず実施 



めれ手 
禁止 


お手入れおよび製品の移動の際はおず電源プラグ 
をコンセントか！5巧く 

感電やけびをずる原因にな0ま 
す。 



お手入れおよびタンクへの水補給時はおず電源プ 
ラグを巧く 

水びこぼれ、感電や火災の原因 
になりまず。 
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A 警告 


本体を水につけたり、水をかけたり、直接給水し 
たりしない 

ショートや感電の原因にな0ま 
す。 


水めれ 
ツ 禁止 


プレフィルター、集じんフィルター、タンク、 
レイをはずしたまま使わない 

故障や火災の原因にな0まず。 胃^^ 


卜 


0 

禁止 


幼巧の手の届く範囲で使用しない 

感電ややけど、けび、部品を誤 
飲する原因になりまず。 



幼巧の近くや不安定な場所には置かない 

転倒ずると水びこぼれまず。 

けびや故障の原因にな0まず。 


㈱ 



0 

禁止 


使用中や使用直後は、持ち運ばない 

水びこぼれ、故障の原因になり 


雷び鳴り始めた！5、本機および電源プラグには触 
れない 



0 

禁止 


落雷で感電や火災の原因にな0 
ます。 


€) 

接触禁止 


改造はしない 

修理技術ち LU がの人は、分解や修理をしない 


火災や感電、けびの原因にな0 
ます。修理はお買い上げの販売 
店または当社コールセンターに 
ご相談 < ださい。 




皆 



分解禁止 


異常時（こげ臭い•水漏れなど）は運転を停止し 
て電源プラグを巧く 

異常のまま運転を続けると、故障や 
感電、火災などの原因になります。 

お買い上げの販売店または当社コー 
ルセンターにご相談ください。 



C 

プラグを 

振く 




A ミ 

、 ■■■ 

と思 


ミ谷室など湿気のをい場所では使わない 


感電や故障の原因になることが 
ありまず。 



水めれ 
禁止 


油煙のをい所、また可燃性ガス-腐食性ガスや金 
属性ホコリのある場所では使わない 

火災や故障の原因になることび 
ありまず。 



蒸気や霧を発生するちのの近くで使用しない。加 
湿器と併用するとをは、直接蒸気を吸い込ませな 
い 

感電や故障の原因になることび 
ありまず。 






0 

禁止 


機械油など油成分び浮遊している場所では使わな 
い 

ヒビ割れの原因になることびあ一 


りまず。 




0 

禁止 


可燃性のちのゃ义のついたタバコ、線香などは吸 
わせない 

火災の原因になることびありま 
す。 k 


暖房器具やテレビなどの電化製品の上に置かない 


夕 


(§) 

禁止 


転倒して水びこぼれたり、水漏 
れすると感電やショートの原因 
になることびありまず。 





0 

禁止 
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まを上のごミ主意（つづき) 


A ま意 


キャスター付テーブル、置き台等で使用する場合 
は、電源コードを引っかけないような置きちをす 
る 

落下してけびや水漏れの原因に 
なることびありまず。 



〇 

必ず実施 


ぺットが電源コードを晒む場合はずぐにやめさせる 
それでちやめない場合は、ぺットが陋まない場所 
に設置する 

絶縁劣化による感電や漏電火災 
の原因になることびありまず。 


0 

禁止 


腰掛けたり、乗ったり、害りかかったりしない 
また、倒して使用したり、壁にかけて使用しない 

けびや故障の原因になることび 
ありまず。 



0 

禁止 


製品が破損した状態で使用しない 

感電や火災、けびの原因になる 
ことびありまず。 





0 


割れ、亀裂等禁止 


吸込□、吹出□には指、棒状のものを入れない 

けびや故障の原因になることび 
ありまず。 



トレイ取付□には、手、指、棒状のちのを入れない 

けびや故障の原因になることびトレィ取付 □ 

ありまず。 



吸込□や吹出□に指や異物を入れたり、強く巧し 
たりしない ^ / 

感電や故障、けびの原因になる 
ことびありまず。 




0 

禁止 


コップや花瓶などを載せない 

水などび機器の中にこぼれて、 
故障の原因になることびありま 
ず。 



0 

禁止 


燃焼器具と併用して使用する場合は、換気をする 


一酸化炭素中毒を起こず原因に 
なることびありまず。 


必 



電源プラグを巧くときは、電源コードを持たずに 
おず先端の電源プラグを持って引を巧く 

感電やシヨートして火災の原因 
になることびありまず。 


必ず実施 



必ず実施 


室内くんじょラタイプ（発煙型）の殺虫剤を使用 
するとをは運転しない 

機器内部に薬剤成分び蓄積し、 

その後、運転したとさに放出さ 
れ健康によくないことびありま 
ず。殺虫剤使用後は、十分換気 
してから運転して < ださい。 



^=1 


0 

禁止 


ベンジン、シンナーでふいたり、殺虫剤をかけな 
い 

ヒビ割れや感電、火災の原因に 
なることびありまず。 




0 

禁止 


使用中や使用直後は、お手入れしない 

高温部に触れ、やけどの原因にI, 
なることびありまず。 



お手入れ後は、部品を確実に取り付ける 

やけどや故障の原因になること 
びあ0まず。 


0 

禁止 


〇 

必ず実施 


集じんフイルターをめれたまま取り付けない 

感電や故障の原因になることび 
ありまず。 




I 0 


r 禁止 

お手入れのとをなど、サイドパネルやリアパネル 
の取り付けは確実に行ラ サイドバネ 4 二- バネ，ル 

故障および落下によ0けびをず 
る原因になることびありまず。 



〇 

必ず実施 
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A 注意 

長期間ご使用にならないときは、必ず電源プラグ|~製品を持ち運ぶ際は、電源コードを束ねる 

をコンセントか5巧いて清掃ずる 


絶縁劣化による感電や漏電火災 
の原因になることびありまず。 


C そのまま運ぶと電源コードび 
引っ掛かり、製品を落としたり 
プラグを してけびの原因になることびあ 



巧く 


倒したとさは電源プラグをコンセントか5巧く 
倒したまま電源を入れない 

感電や故障の原因になることび 
ありまず。 



运 

プラグを 

巧く 


りまず。 


必ず実施 


落としたタンクや本体は、そのまま使わない 


そのまま使ラと、破損箇所から 
水漏れしてシヨートや感電、义 
災の原因になることびありま 
ず。 



ま結の恐れのあるとをは、タンクと本体内の水をタンクの水には水道水がを使わない 


捨てる 


タンクび破損して床をめらした 
り、水漏れして故障の原因1しな 
ることびありまず。 




4 ぴ CLU 上のお湯や油 • 化学薬品- 
ち香剤. 巧れた水-洗剤、アル 
力 U イオン水などを入れると変 
形や故障の原因になることびあ 


必ず実施 りまず。 



プラズマイオン UV 加湿脱臭機をま全にお使いいただくために 


吸込□や吹出□をふさびないで<だ 
さい。 



暖房機の熱気び直接当たる所や真上 
には設置しないでください。 



台所で換気扇やレンジフードのかわ 
りに使用しないでください。 



変おや故障の原因になることびあります。変おや故障の原因になることびあります。フイルターに付着したミ由が兀で吹出口が 

におったり、を形の原因になることびあ 


直射日光の当たる場所には設置しな 
いで < ださい。 


移動の際は、水びこぼれる可能性び 
ありまずので、水を巧いてか5両側 
の手掛けを持って注意して運んでく 


りまず。 

加湿を使用しない時および長期間使 
用しない時期はトレイ、タンクの水 
を抜いて清掃してお使い < ださい。 





変形-変色や故障の原因になることびあ 
ります。 


巧、じゅ5たんなどをミちすことびあります。 


雑菌などび繁殖することびあります。 


動物の飼育には使わないでください。 



持ち運ぶときは、両側の手掛けを持つ 
て、必ず持ち上げて静かに運んで< 
ださい。 


給水は運転を停止し、電源プラグを 
抜いてか5行ってください。 



当機は業務用ではありません。故障の原 
因になることびあります。 


落とすとけびや故障の原因になること 
びあ D ます。 

引をずると床などを傷つけるおそれび 
あります。 


感電、故障の原因になることびあります。 


本箱やラックに入れて使わないで< ださい。 

本箱、ラックの中などの風通しの悪いところでは使わないでください。本体内部の 
温度び上びり、火災や故障の原因になることびあります。 
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る部の名前と働を 

正し<お使いいただくために、各部の名前と位置を確認してください。 


本体 


手掛け（左ち) 


持ち運びずるとさにお使いくださ 
し、。 


ニオイを検知しまず。 

お部屋の温湿度を検知します。 



風向ルーバー 


A 迂局 

風向ルーバーを持って本体を持 
ち上げない 

本体び落下し、けびの 
原因になることびあり 
まず。 禁止 


本体操作部および表示部 


パイ□ットランプ（緑) 


運転中に点なしまず。 



本体操作部および表示部 

I 加湿フイルター乾燥ランプ（憧) 


加湿フィルター乾燥運転中に点 
灯しまず。 



(厮] 3ぺージ) 
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ニオイセンサーの感度を調整します。 



ホコ U や花粉を取りまず。 




電源コード 


集じんフイルター 7 が先い可能 


電源プラグ 


プレフィルター 


加湿フィルター 


トレイ 


リアパネル 


7 j < 位窓 


サイドノはル 


脱臭フイルタ-トトクリ-ンユニッ 


タンク 


本体内部 


センサー感度切替スイッ 


〇因ご〇ご口ご QO 口 OQ 
OQO 因因因00000口 
000000000000 
口〇〇□因 DQ 回因 Q 因口 

□OOOOOOOOOQO 
00000000000 □ 
口〇〇ご0000因〇〇〇 
〇 〇回回因〇 〇 〇因〇 33 


(歐] 2ぺージ) 
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設置のしかた 


テレビやラジオ、エアコンなどから] m じ(内に置かないでください。（音声や映像にノイズび入ったり、誤動作ずるお 

それびありまず。） _ 

• 吸込口や吹出口をふさびない場所に設置してください。 


風向ルー K 一を開いた状態でご使用ください。 


本体を傾けたり倒した状態で使用しないでください。 煩全のため' 運転を停止しまず。） 


巧に置いて使用するとき 


巧置さ設置参考寸法 



本体を丈夫で安定した水平な場所に置いてください。 

• 本体質量は約 7.4 kg でず。 

♦壁際に置くと、風の巻き込みにより時間の経過とともに壁に 
ちれた跡び残ることびあります。壁び巧れると困る場合は、 
壁にビニールシートなどを貼ってください。 

• 傷びつさやすい床面に設置ずる場合、製品の下に保護用の 
シート等を敷いて < ださい。 

• 不安定な場所や水平でない場所には置かないで<ださい。転 
倒して水びこぼれたり、けびや故障の原因になりまず。特に、 
毛足の長いじゅラたんや巧団の上などに置<と、本体げ傾い 
て水びこぼれたり、正し<運転でさない場合がありまず。 


ご巧用前の準備 


タンクに水を入れる 《『加湿•脱臭+プラズマイオン』運転をずるときに、タンクに水道水を入れてください。 
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タンクに水を入れる（つづき) 



本体の準備 


1電源プラグをコンセント 
炫流100 V )に差し这む 



2 ツマミを持って風向ルーバーを開く 



ぉ願ぃ]_ 

* プラズマイオン UV 加湿脱臭機を長期間使わない 
と去は、風向ルーバーを閉じておいてください。 

















































































































運面のしかた 


運転のしかた 


1運転を始める 



参巧すと、運転を「開始」します。 

ブザー音 :『運転時…ピッ』 

♦パイ□ットランプおよび選択されている運転、プラズマイオンの能力の 
表おランプびそれぞれ点灯しまず。 

* 停止直前の運転状態を記憶して、運転を開始しまず。（ただし、ノ（ワーモー 
ドび「急速 （1 時間)」に設定されている場合は、「自動」で運転を開始 
しまず。） 


P 運転モードを切り換える 


ホ 

□ 

加湿 

脱臭+ブラみイオン 

脱臭+方々イオン 



参巧ずごとに、運転モードび切り換わり、選択されている表おランプび点 
灯します。 

「脱臭+プラズマイオン加湿•脱臭+プラズマイオン」 

ブザー音 :『脱臭+プラズマイオン…ピッ』、 

『加湿-脱臭+プラズマイオン…ピピッ』 

-脱臭+ プラズマイオン . 脱臭+プラズマイオン運転を行いまず。 

-加湿-脱臭+フラズマイオン… 加湿しなびら脱臭+プラズマイオン運 

転を行います。（タンクに水道水を入れ 
てお使い < ださい。） 


3運転を停止ずる 

-每 



参をラー度巧ずと、運転を「停止」しまず。 

ブザー音 :『停止時…ピー』 

• すべてのランプび消灯しまず。 


パワーモードの切り換え 

♦風量などを切り換えることびでさます。 

•巧すごとに、運転状態び切り換わり、選択されている表示ランプび点灯 
します。 

「自動」一^「弱」一^「強」一 ► 「急速 (1 時励」 


ブザー音：『自動…ピピッ』、『弱…ピッ』、『強…ピッ』、隐速…ピッ』 


-自動… ニオイの強さに合わせて、風量び自動的に切り換わりまず。 

•弱 ……弱い風量で運転をします。パイ□ットランプの明るさを抑えまず。 
(おやずみ時などにお使いになることをおずずめしまず。） 

•強 . 強い風量で運転をします。 

•急速 （1 時間）'''1 時間だけ最大風量で運転しまず。 


センサーは、プラズマイオン UV 加湿脱臭機の置かれている近 < のペット臭、調理臭、アルコール臭、化粧品臭、スプレー臭、 
タバコ臭&などのニオイに反応します。 

* ドアの開閉による急激な温度、湿度の変化や無臭ガスにち反応することびあります。 

* 燃焼機器、炊飯器などから出る水蒸気に反応することびあります。 

* 常時ニオイのある場所や、ニオイの主成分によっては反応しないことびあります。ニオイについては個人差びありますので、 
センサーび働かなくてもニオイび感じられる場合びあります。 

* 電源プラグを差し込んでから2分間はセンヴーび反応しません。 この間の空気をきれいな状態として最初に記憶しまずび、常に 
更新していまず。ときどき窓を開けて換気ずるなど、できるだけされいな空気の状態にすると、センサーの反応びよくなります。 
* ニオイのない煙、八ウスダスト（ホコ1」、ダニの死びい、カビの胞子、花粉)、細菌、ウイルスは検巧しません。 





ニオイセンサーについて 
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※タバコの有害物質（一酸化炭素等）は除までをません。 







































加湿運転モードの切り換え 


乂強 

□ II 
□ 自動 



参巧すごとに、運転状態び切り換わり、選巧されている表示ランプび点打します。 
(給水ランプび点打中は、加湿モードボタンを巧してち切り換わりません。） 

r 自動」一^「弱」一 


ブザー音：『自動…ピピッ』、『弱…ピッ』、『強…ピッ』 


-自動…き温に合わせ、目標湿度を目安に運転を行いまず。 


室温 

目標湿度（目安） 

1 8° C 未満 

60% 

1 8° CLU 上24で未満 

已日％ 

24° C 政上 

40% 


•弱……目標湿度40%を目まに運転を行いまず。 
•強……目標湿度日□%を目安に運転を行いまず。 


ごを意 


• タンクの水びな<なると、給水ランプび点巧しまずび、運転は止ま0ません。 

加湿を続ける場合は、タンクに水道水を補給してください。 (0^ 16ぺージ) 
• 目標湿度になるよラに運転しまずび、設置ずるお部屋の広さや環境により、 
目標湿度にならない場合や超える場合びありまず。 

•目標湿度にならない場合'''パワーモードを「強」に切り換えてください。 

-目標湿度を越える場合……運転モードを r 脱臭+プラズマイオン」運転 

に切り換えてください。 


プラズマイオン運転モードの切り換え 



•巧ずごとに、プラズマイオンの放出量を切り換え、還択されている表示ラン 
プび点灯しまず。 

「弱」 ■< ~ > 「強」 

ブザー音 ：欄…ピピッ J 、 『強…ピッ』 

-弱'''プラズマイオンを間欠で放出しまず。 

-強'''プラズマイオンを連続で放出しまず。 

* 消臭成分の量を連動して切り換わりまず。消臭成分のニオイび気になるとさ 
は、「弱」でお使いください。 


月な臭フィルターオートクリーン運転（再生運車 5) 


約24時間ごとに、自動でフィルターの脱臭'性能を再生させる運転 （1 .己時間）をします。 

脱臭フィルターオートク! J — ン運転中は、脱臭フィルターオートク！ J — ンランプび点口し、送風 
を停止しまず。 

* 運転時間の合計び22.已時間になると、自動的に脱臭フィルターオートクリーン運転 （1 .已時間）を開始しまず。 
脱臭フィルターオートク U - ン運転び終了ずると、元の運転を再開します。 

(運転例） r 脱臭+プラズマイオン」運転中に一旦停止 （3 時間）し、再度運転を開始した場合 


ボタン操作 

脱臭+プラズマイオン運転中 停 

止 運 

転 

本体の動作 

脱臭+プラズマ 
イオン運転 
(22.5 時間） 

再生運転 
(1 .已時間） 

脱臭+プラズマ 
イオン運転 
(10 時間） 

運転停止 
(3 時間） 

脱臭+プラズマ 
イオン運転 
(12 .已時間） 

再生運転 
(1 .已時間） 






運転時間の合計が 22.5 時間 


* 脱臭フィルターオートクリーン運転中に運輯を切り換えると、脱臭フィルターオートクリーン運輯は一時停止して 
設定した運転を行います。約1時間後に脱臭フィルターオートクリーン運転を再開しまず。 
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運面のしかた (ごづを) 


臭フィルターオートクリーン運転（再生運転）の運転開始時間を 
変えたいとき 

♦24 時間連続で運転されている場合に、脱臭フィルターオートクリーン運転の運転開始時間をお巧みの時間に変え5 
れる便利な機能です。 

たとえば、脱臭フィルターオートクリーン運聞を、 

-就寝中に運転をさせたい…。 

-会社に行っている間に運転をさせたい…。 

とさなどにご利用 < ださい。 


(例）脱臭フィルターオートク U - ン運転の開始時間を10時間後に変更した場合 


ボタン操作 

運転 

開始 

本体の動作 

{ 開始時間の\ 
、変更を設定 J 

脱臭+プラズマ 
イオン運転 
(10 時間） 

再生運転 
(1 .已時間） 

脱臭+プラズマ 
イオン運転 
(22 .已時間） 

再生運転 
(1 万時間） 

脱臭+プラズマ 
イオン運転 
(22 .百時間） 



※開始時間の変更を設定し、再度運転を開始した時点か51□時間後に再生運転を行いまず。次回か5の再生運 
転は22.已時間ごとに行われます。 

※給水などで運転を停止すると、停止時間分だけ再生運聞の開始時間はずれていさます。 



(例）]〇時間後の脱臭フィルターオー 


トク U —ン運転開始時間を選ん 
だ場合 


脱臭フィルターオートクリーン運転の開始時間の変えかた 

1運転停止状態で、 ー トク IJ - ン j を長巧し（約己秒） 

ブザー音 :『ピッピッピッピッ』 

パイ□ットランプび点滅し、その他のランプはずべて消なしまず。 

(この時点で下表の「点好なし」の欄の時間に設定されまず。） 

S If 哉幻を巧して、お巧みの時間を選ぶ 

♦巧すごとに「現在湿度ランプ（目安)」の点灯位置び換わりまず。 

r 点灯なし」^ rscu ソ下」^「40」^ r 已□」上」 


現在湿度ランプ（目ま）①点な位置 

次回の脱臭フィルターオートクリー 
ン運転の開始時間 

点打なし 

22.已時間後 


蹲夕下40 50 60む上 

今.— □ □ □ 


3時間後 


30が F 夕み50 6 Cm 上 

□ 夕^^^^" 


6時間後 


30む下40 5 p / 60ム化 

□ 三:日 ■ 


10時間後 


30肌40 50 帮严 

□ □ □ —〇=— 


1已時間後 


3 r 運転ク停止 I を押ず 


運転停止状態に戻りまず。 

4再度 、 r 運転ク停止 I を巧して、運転を開始する 


脱臭フィルターオートク U —ン運転の運転開始時間をずらずために当設 
定後初回のみ設定した時間をに脱臭フィルターオートク U —ン運転を開 
始します。 
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強制的に脱臭フィルターオートクリーン運乾（再生運乾）を行うとき 

♦ニオイび取れにくいと感じたときにお使いください。 

8時間連続で脱臭フィルターオートク U —ン運転を行います。 

* 運転を切り換えると、脱臭フィルターオートク U —ン運転を解除しまず。 

* 脱臭フィルターオートク1」ーン運転び終了すると、直前の運転を開始します。 




脱臭フィルト 

トト狀 


を巧す 


ご注意 


♦脱臭フィルターオートク U —ン運転中は、内部のフィルターを加温ずるため、本体び温かくなることびありまず。 
また、脱臭フィルターオートク U —ン運転終了前後には、一時的に温かい風や加熱臭び出まずび、異常ではあり 
ま杠ん。 

♦脱臭フィルターオートク U - ン運転中は、集じんフィルターを外して、脱臭フィルターオートク U - ンユニット 
に触れないで<ださい。けびややけどの原因になることびあ0まず。 


加湿フィルター乾燥運乾 



r 加湿•脱臭+プラズマイオン」運転停止後に、自動で送風を巧い加 

湿フイルターの乾燥を巧います。（加湿運転停止後、 r 弱」送風で2時間) 

加湿フイルター乾燥運転中は、加湿フイルター乾燥ランフび点灯しまず。 


♦「加湿-脱臭+プラズマイオン」運転から r 脱臭+プラズマイオン」運転 
に切り換えた場合の風量は、パワーモードで設定されている風量で加湿フィ 
ルターを乾燥させます。 r 脱臭+プラズマイオン」運転び2時間じ(内で停 
止された場合は、加湿フィルター乾燥運転に入りまず。 

加湿フィルター乾燥運輯は、 I 運転ク停止 I をちラ1度巧すと停止します。 

※湿度び高い場合は、入らないことびありまず。 

加湿フィルター乾燥運転の解除のしかた 
運転停止状態で、 加湿〕 を長押し（己秒間） 

ブザー音 :『ピッピッピッピッ』 

※再度、加湿フィルター乾燥運転を設定ずる場合は、電源コードを抜いて入 
れ直して < ださい。 


現在湿度ランプ（目ち）と給水ランプについて 


給水3日な下4日煎6日扯 

〇 □ □ -お □ 

現在湿度の g 安％ 



■現在湿度ランプ（目ち） 

現在の湿度状態をランプび点灯してお知日せしまず。 

- 40、已□、巨0じ Lb :緑色 
• 30 (下；憧色 

■給水ランプ 

タンクに水びなくなったときに点灯啸色）してお知らせしまず。 
加湿を続けたいとさは、タンクに水を入れてください。 

16ページ） 
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水の補給のしかた 


《水道水を入れてください。 


運転を停止して電源プラグを巧く 



5 
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① フックを巧しなび5、サイドパネルを矢印の方 
向に開さます。 

⑨ヴイドノくネルのツメ （ 3力祝を本体か5タルまず。 


A ま意 

サイドパネルを落とさないようま意ずる 

参床などを傷つける願になることびを®# 
0まず。 おず実施 



•とっ手を持って手前に倒しなび5弓 I き出します。 


4タンクキャップをがし、 
タンクに水道水を入れる 
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• 40で]；|上のお湯や油-化学薬品-芳香剤•巧 
れた水-洗剤、アルカ U イオン水などを入れる 
と変形や故障の原因になることびあ0ます。 


タンクキヤップを確実に締める 



参水漏れびないことを確認して 
<ださい。 

♦タンク周0の水滴は、必ずみ 
さ取って < ださい。 


タンクを本体に取り付ける 



A ま意 


指をはさまないようにま意して取り付ける 

• けびの原因になることびあります。 


〇 

必ず実施 


サイドパネルを取り付ける 




①ヴイドパネルのツメ （3 力所）を本体にはめ込 
みます。 


⑨ヴイドパネルを矢印の方向に回転させ、フック 
を押し込み□ックします。 


江忌 


指をはさまないようにま意して取り付ける 

• けびの原因になることびあります。 


〇 

必ず実随 


サイドパネルは確実に取り付ける 

♦取り付けび不完全でずと、動作しないこ 

とびあ0まず。また、故障の原因に なっ^^ 
た0、落下して事故の原因になることび 
态〇ます"。 おず実施 
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お手入れのしかた 


お手入れ時期の目ち 


清潔にお使いいただくために、定期的にお手入れをしてください 



センサー 


巧勺1ヶ月に1回 

20ぺージ） 


集じんフィルター 


プレ フィルター 


リアパネル 


約1ヶ月に1回 
(砍18ページ） 


タンクキャップの構成 


(内訳） Qy 一ータンクキャップパッキン A 
ータンクキャップパッキン目 


加湿フィルター 


トレイ 



タンクキャップ本体 
タンクキャップスプリング 
タンクキャップピン 


フィルターお手入れランプについて 


脚 

M 

ン 

ブ 

び 

点 

膠 


フィルターお手みれ 

〇 か 

集!^ 地1 

リセット リセット 


《1曰10時間運転した場合、 
約]力月 （304 時間）で点な 


※加湿フィルターのお手入れ時期をお知5せしています。加湿フィルター、トレ 
イを水洗いしてください。 （0 苗 =] 日ページ） 

※お手入れ終了後は、リセットボタンを押してください。（ランプび消巧します。） 


じ 

ン 

プ 

が 

点 


フィルターお手入れ 

疏力品 


リセット 


リセット 


《 ] 曰10時間運転した場合、 
約]年 (3650 時副で点な 


※集じんフィルターの水洗いでのお手入れ時期をお知5せしていまず。集じんフィ 
ルターを水洗いしてください。 （ Q ： 富 =22ページ） 

※お手入れ終了後は、リセットボタンを巧してください。（ランプび消灯します。） 


本体のお手入れ 


※お手入れの前に必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 


• 柔5かい巧でふいてください。 

• ミちれびひどいとさは、めるま湯か水をつけた柔5かい 
巧でミちれをふさ取り、か5ぶさしてください。 


お願い]_ 

参化学ぞラきんを使ラときは、その 
を意書にしたびってください。 

参ベンジン、シンナー、みびきおな 
どは使用しないでください。変色、 
を巧の原因になります。 



♦センサー部は掃除機でホコ U を吸い取ってください。 
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お手入れのしかた (ごづを) 


タンク、タンクキャップのお手入れく給水ずるごとに> 


※お手入れの前に必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 


タンクに少量の水を入れ、おり洗いをずる。 



加湿フイルター（水車付き）、トレイのお手入れく1力月に1回> 


※お手入れの前に必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 


1サイドパネルとタンクを外ず 5 


2 


3 


r 水の補給のしかた」1〜3 を参照。 

((1^ 16ぺージ） 

トレイを引さ出ず 



加湿フィルター（水車付を）を取り 
がず 



加湿フィルター（水車付さ）を取り 



トレイを本体に取り付ける 



タンクとサイドパネルを本体に取 
り付ける 

r 水の補給のしかた」已〜7 を参照。 

( 歐]日ページ） 

電源を入れ運転を開始し、 
r 加湿リセットボタン」を巧ず 


4加湿フィルター(水車付き）とトレ 
■' イをお手入れずる 

( 歐]日ページ） 


フイルターお手入れ 
〇 〇 

集じん 加湿 



(運転の積算時間をリセットしまず。) 


加湿フィルターお手入れランプび点灯していた場 
合は、消'灯を確認ずる。 
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汚れの状態 

水あかび取れにくい 

吹き出ず風びにおラ 

白い粉が取れにくい 

用意するちの 

台所用合成洗剤（粉末） 

「花王：ワイドマジック|」ン®」など 
《「ワイドマジック|」ン®」は、花王（株）の登録商標でず。 

クエン酸 

薬局-薬店でお巧めに 
なれまず。 

使用量 

約 700 ml の水に約]2邑（キャップ]/4) 

水またはめるま湯（約 
40で]；(下） ] L あたり 
約日 g (キャップ]/4動 

水またはめるま湯（約 
40° CLU 下） ] L あたり 
約6邑（大さじ2/3枫 


洗いかた 



つけ置き洗いをする 




つけ置き洗いをする 


つけ置さ時間 


約30〜己□分 


約2時間 


洗つにわと 


洗剤•クエン酸び残らないよラ十分に水ですすぐ。（ニオイ、本体の変お•変色の原因） 


フ□ートの取り付けかた 

トレイのお手入れ中にフ□-卜びはずれた5、必ず取り付けてください。（加湿しません） 


フ□-卜 


(分解しないで < ださい） 




ご注意 


♦指定政外の洗剤を使用しまずと、変形•変色•割れ（水漏れ）の原因になりまず。 
♦すすざび不十分でずと、洗剤やクエン酸のニオイ-本体の変形-変色の原因になりまず。 


お願い 


加湿フ ィ ルターの ニ オイび取れにくい場合は重曹をお使いください。 

①市販されている重曹〔使用量：水] L あたり約60グラム（大さじ4杯)〕を水に溶かして、約30分つけ置 
さ洗いをして < ださい。 

③つけ置さ洗い後、十分すすいでください。 


加湿フィルター（水車付き）、トレイのお手入れのしかた 

♦ご使用にとちなし伽湿フィルターに白い粉び付着することびありまずび、水道水に含まれる成分（カルシウムなど) 
で、異常ではありません。その白い粉び吹出□か5出てくることびありますので、お手入れは必ず行ってください。 


トレイ 


加湿フィルター(水車付き） 


普段のお手入れ 



加湿フィルタ 
(水車付さ） 



水洗いする 

(フ□ー トは取りはずさないでください。） 
♦フ□ートびはずれたとさは、さちんと取り 
付けて<ださい。（加湿でさません） 


水ですすぎ洗いをする 

(水車をセツトしたまま） 
i 力を加えて洗わないで<ださい。 
(おびくずれまず） 


ちれび気になるときのお手入れ 
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お手入れのしかた (ごづを) 


リアパネルのお手入れく1力月に1回> 



プレフィルター、集じんフィルターのお手入れく1力月に1回> 


※お手入れの前に必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 


2 


本体を立てたまま、リアパネルを 
取り外ず 



• 上側ツマミをはずして、矢印の方向に倒しな 
び5上部に引き上げまず。 


3 


4 


プレ フイルターを 取り外ず 



♦ツマミを内側に巧して、□ックをかし、矢印 
の方向に開くよラに取りがします。 


掃除機でプレフイルターのホコリ 
を吸い取る 


プレ フイルター 


• 巧れびひどい場合は、めるま湯か水で洗い、 
流水ですすいだ後、日陰でよく乾かしまず。 



掃除機のブラシ付ノズルで集じん 
フ イルターの ホコリを吸い取る 



集じんフイルター 


♦集じんフィルターの表面を破らないよラ、掃 
_除機の吸引力を弱くして清掃してください。_ 

※強い吸引力で掃除を行ラと、フィルターの表面 
び破れることびありますのでごま意ください。 


集じんフィルターは、つけ置さ洗いびでさまず。 
集じんフィルターお手入れランプの点灯時また 
は、1年に]回程度を目安に水洗いしてください。 
詳しくは、 集じんフィルターを水洗いすると さ を 
ご覧ください。01^ 22ぺージ） 

ただし、吹出口か日タバコのニオイ等び気になる 
場合は、集じんフィルターお手入れランプの状態 
や期間に関係なく洗ってください。 
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プレフイルター、集じんフイルターのお手入れく 1 力月に1回> (つづき) 



お願い1_ 

• 長期間お使い頂くうちに、ニオイの強さや成分によっては機器の本体内側にニオイび付着し、放出口からニオイ 
び発生ずる場合びあります。そのとさは、風通しの良い場所で r 脱臭+プラズマイオン」強運転（空運転）を行つ 
て < ださい。 
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お手入れのしかた (つづを） 

集じんフィルターを水洗いするとき 

♦集じんフィルターは、つけ置き洗いびできます。約1年ごとに （1 曰1□時間運転のとき）、集じんフィルターお 
手入れランプび点灯し、フィルターの水洗い時期をお知5せします。お手入れランプび点灯しなくてち1年に1回 
程度を目安に水洗いしてください。ただし、吹出□か5タバコのニオイ等び気になる場合は、期間に関係なく洗つ 
て < ださい。 


※お手入れの前に必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 


準備 


リアパネルとプレフイルターを取りがず 

♦「プレフイルター、集じんフイルターのお手入 

れ」1、 吕を参照。 （1^20 ページ） 


ス 集じんフィルターを本体に取り付ける 

W 参集 じんフィルターの上をたねませて、取り付け 
まず。 


-1 本体を立てたまま、集じんフィルターを 
■ 取りがす 

♦集じんフィルターの上をたねませて、引さ出し 
ます。 




yt プレフィルターとリアパネルを本体に取り 
付ける 

• 「プレフイルター、集じんフイルターのお手入れ J 


2 


已、已を参照。 （0^2] ページ) 


集じんフィルターを水洗いずる 


①薄めた台所用中性洗剤に約30分間つけ置さし 

ます。 集じんフィルター 



⑨ 流水で十分にすすいで、曰陰でよく乾かします。 


Mm 


横向きに 
I 立てかけて干す 


※力を加えて洗わないで<ださい。 

※洗濯機で洗雇、脱水、乾燥しないでください。 
※強く振って水を切らないでください。 

※すすぎび不十分だと、目詰まりの原因となります。 
《日光に当てると劣化ずる場合びありまず。 
※火でおぶらないで<ださい。 


八ミ主意 

集じんフィルターをめれたまま取り付け 
ない 

♦感電や故障の原因になることびあります。 


0 

禁止 


C 電源を入れ運転を開始し、 

W 「集じんリセットボタン」を巧す 


フイルタ-お手入れ 
〇 〇 

集じん 加湿 



(運転の積算時間をリセットします。） 

集じんフイルターお手入れランプび点'灯していた 
場合は、消灯を確認ずる。 
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加湿フィルターを交換するとを 


※交換用加湿フィルターの購入は、販売店にご相談ください。 


※交換の際は必ず運転を停止し、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 


區1サイドパネルとタンクを取りがし、 
トレイを引さ出し、 

加湿フィルター（水車付き）を取りがず 

♦ r 加湿フィルター（フ大車付き)、トレイのお手入 

れ J 1〜3 を参照。 ] 8ページ） 


1水車を分解して、加湿フイルターを取り 
■出す 

①水車枠（歯車あり）と水車枠（歯車なし）を矢 
印方向にそれぞれ回して取付ツメをがしまず。 


水車枠（歯車なし) 



取付ツメ 

〔水車巧（歯車あ0)〕 


A ま意 

指をはさまないようにま意して取りがず 

• けびの原因になることびあります。 


〇 

必ず実巧 


⑨水車ホ卒（歯車あり）と水車枠（歯車なし）を分 
割して中の加湿フィルターを取り出しまず。 



P 新しい加湿フィルターを水車に取り付ける 

①水車枠（歯車なし）の枠内に加湿フィルターを入 
れまず。 

/新しい加湿フィルター 



⑨水車枠（歯車なし）の枠内で加湿フィルターの形 
を整えまず。 



3 水車を組み立てる 

①水車枠（歯車あり）の取付ツメを水車枠（歯車な 
し）の巧に合わせて入れまず。 



⑨水車枠（歯車あり）と水車枠（歯車なし）をそれ 
ぞれ矢印方向に回して、取付ツメで固定します。 



A ま意 


指をはさまないようにま意して取り付ける 

• けびの原因になることびあります。 


〇 

おず実施 


社加湿フィルター(水車付き）をトレイに取 
^り付け、トレイを本体に取り付けてタンク 
とサイドパネルを取り付ける 

• r 加湿フィルター(フ大車付き）、トレイのお手入れ」 

已〜8 を参照。 （(1^] 8ページ） 
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修理を依おされる前に 


修理を依頼される前に次のことをお調べ< ださい。 


このよラなとを 

お調べいただをたいこと 

対応方法 

運転しない 

♦電源プラグびはずれていませんか？ 

♦電源プラグを確実にコンセントに差し込ん 
で < ださい。 

♦停電ではあ0ませんか？ 

♦ブレーカーび切れていませんか？ 


脱臭フィルターオー 
トクリーンランプ 
(程）が点滅している 

♦本体び倒れていたり傾いたりしていませ 
んか？ 

♦安全のため、運転を停止していまず。倒し 
たり、傾けたりせずに設置してください。 
(砍] 0ページ） 

プラズマイオンモー 
ドランプ(緻の!■強」 
が点滅している 


♦本体び故障していまず。電源プラグを抜さ 
お買い上げの販売店または当社コールセン 
ターへご相談ください。 

風が出ない 

♦脱臭フィルターオートク U —ンランプ 
(程）び点なしていませんか？ 

♦脱臭フィルターオートク U —ン運転中には、 
送風を停止しまず。3ページ） 

風がかない 

♦プレフィルターや集じんフィルターび目 
詰ま0していませんか？ 

♦プレフィルターと集じんフィルターのお手 
入れをしてください。 （0^20 ページ） 

自動運転での反応が 
にぶい 

♦電源プラグを差し込んで2分経過してい 
まずか？ 

♦電源プラグを差し込んで2分間はニオイセ 
ンヴーの初期化のため反応しません。 

(欧3ページ） 


♦ニオイセンサーは、常時ニオイのある場所 
やニオイの成分によっては反応しないこと 
びありまず。 （(1^3 ページ） 

ニオイが取れない 

♦部屋び広ずざませんか？ 

♦ 20 畳までび適用範囲でず。広さに応じて 
設置台数を増やして<ださい。 

♦ニオイの元び多ずざませんか？ 

♦ぺットの数などび多ずざると、効果び現れ 
ません。必要に応じて設置台数を増やして 
<ださい。 

♦プレフィルターや集じんフィルターび目 
詰ま0していませんか？ 

♦プレフィルターと集じんフィルターのお手 
入れをしてください。01^20ページ） 

運転中、吹出□か5 
ニオイがする 

参プールの消毒臭のよラなニオイでずか？ 

♦消臭成分として微量のオゾンび発生しまず 
ので異常ではありません。お部屋の広さな 
ど使い方によって気になる場合は、プラズ 
マイオンを「弱」に切り換えてください。 
(厮] 3ページ） 

♦集じんフィルターびニオイまずか？ 

♦集じんフィルターを水洗いしてください。 
(歐22ページ） 

♦集じんフィルターびにおわない場合 

♦脱臭フィルターオートク U —ンボタンを巧 
し、8時間の脱臭フィルターオートク U — 

ン運転を行ってください。 ] 已ページ） 

本体が温か<なる 
吹出□か5温かい風 
が出る 

♦脱臭フィルターオートク U —ン運転中ま 
たは直をではありませんか？ 

♦内部のフィルターを加温ずるためで異常で 
はありません。 

パチパチ音、シャー 
音が気になる 

♦プラズマイオン発生時に音びずる場合びありまずび、異常ではありません。気になるとさ 
は、プラズマイオンモードボタンを已秒間巧し続けると、プラズマイオンを停止ずること 
びでさまず。 

* プラズマイオンモードランプび消好しまず。 

* 電源プラグを抜くと解除されます。 


♦脱臭フィルターオートクリーン運転時に、温度変化によって内部か5音び出ることびありまず。室内の温度び低い 
とさや、 fl な臭フィルターオートクリーン運乾を途中で解除すると出やすくなります。 


お願い 

• 長期間お使い頂くうちに、ニオイの強さや成分によっては機器の本体内側にニオイび付着し、巧出口からニオイ 
び発生ずる場合びありまず。そのとさは、風通しの良い場所で「脱臭+プラズマイオン」強運転（空運転）を行つ 
て < ださい。 
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このよラなとさ 

お調べいたださたいこと 

対応方法 

タンクの水が減5な 
い 

減るのが遅くなった 

参加湿運転モードを「自動」で運転していま 
せんか？ 

♦湿度コントロールを行っているため、適した 
湿度に達ずると加湿を停止しまず。 

♦タンク、トレイ、加湿フィルターび確実に 
取0付けられていまずか？ 

♦ご確認ください。 

(厮] 8ページ） 

♦加湿フィルターに水あかやゴミび付着して 
いませんか？ 

♦お手入れをして < ださい。 

(厮]日ページ） 

♦お部屋の湿度や温度1しよって、加湿量が変斗 
し化きは加湿量びかなくなり、タンクの水1 

つりまず。湿度の高いとさ（雨の曰など）や寒 
ま減りにくくなりまず。 

タンクの水が減る 
のが早<なった 

♦お部屋の湿度や温度によって、加湿量び変わりまず。湿度のないとさ（乾燥する曰）や暖 
かいとさは加湿量び増え、タンクの水は減りやすくなります。 

湿度が上が5ない 

♦お部屋び広ずざませんか？ 

♦適用面積を目をにお使いください。 

♦タンクに水び入っていまずか？ 

♦ご確認ください。（欧] 6ぺージ） 

♦加湿フィルターに水あかやゴ S び付着して 
いませんか？ 

•お手入れをしてください。 （0^] 8ページ） 

製品から r ポコポコ」 
と音がする 

♦タンクから加湿トレイへ水び流れるとさの気泡の音でず。加湿量によって、音びずる頻度 
は変わりまず。 

給水ランプが点灯し 
ている 

♦タンクに水び入っていまずか？ 

♦ご確認ください。 （(1^ ] 已ぺージ） 

♦フ□ー トびはずれていませんか？ 

♦ご確認ください。 （0^ ] 日ぺージ） 

加湿フィ ルター や 
製品内部に白い粉が 
っ< 

♦加湿フィルターのお手入れをされていまず 
か？ 

♦加湿フィルターに付着した水道水に含まれ 
る成分（カルシウムなど）によるものでず。 
加湿フィルターをお手入れして< ださい。 
(歐]日ページ） 


♦吹出□をのぞくと青い光び見えることびありますび、異常ではありません。 


L ソ上のことをお調べになり、なお具合の悪いとさは、お買い上げの販売店または当社コールセンターへご相 
談ください。 （0^27 ぺージ） 


巧証と アフターサービス 

よ < お読み < ださい。 


保証書 


♦保証書は、この取扱説明書に付いておりまず。お買 
い上げの際に、販売店より必ず保証書の「お買い上 
げ年月日」「販売店」欄等の記入をお受けください。 
また、販売店で発行される保証書びある場合は大切 
に保管してください。 


保証期間 


♦保証期間は、お買い上げ曰より]年間でず。 

♦無料修理保証期間中に故障び起さた場合は、保証書 
をご提示のラえ、お買い上げの販売店に修理をご依 
頼ください。詳しくは、保証書をご覧ください。 


保証期間経過をの修理 


参保証期間経過後の修理については、販売店にご相談 
ください。当社は販売店からのミ主文により補修用性 
能部品を販売店に供給しまず。 


補修用性能部品の保有期間について 


♦当社はこのプラズマイオン UV 加湿脱臭機の補修用 
性能部品を製造な切り後、6年保有していまず。 
♦補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた 
めに必要な部品です。 


ご贈答品などで販売店に修理依頼びできない場合 


♦お近 < の当社製品取扱店か、27ページの全国サー 
ビスネットワークに記載されている当社コールセン 
ターまたは最寄りのサービスセンターへご相談くだ 
さい。 
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JEMA (日本電機工業会)規格 ( JEM 142 日）に基づく加湿量でず。き内の温度•湿度によって加湿量び変わりまず。 
JEMA (日本電機工業会）規格 （JEM 1426) に基づいた気化量で算出した時間でず。ご使用の環境によっては、 
表お時間より長くなる場合びありまず。 


仕様 


この製品の仕様は UTF の通りです。 


形名 

DAS -303 W 

電源 

AC 100 V 50/60 HZ 

運輯モード 

最ノ」、時 

最大時 

風 量 （ m 3/ 分） 

0.7 

3 

運転音 ( dB ) 

20 

50 

消費電力 （ W ) 

9 (脱臭+プラズマイオン） 

3已（脱臭+プラズマイオン） 

— 

已〇 (フィルター再生時） 

適用床面積（畳） 

脱臭、プラズマイオン 

〜20 (発生源の量による） 

加湿 

〜] 2 (プレ八ブ洋室） 

加湿 量 X' 1 と 
連続加湿時間 X 2 

モード 

急速 

強 

弱 

自動 

加湿量 （ mL / h ) 

430 

300 

130 

湿度に合わせて調整 

連続加湿時間 

約 6.0 

約 8.6 

約20.0 

— 

加湿用水タンク 

2.6 L 

電源コードの長さ 

2 m 

か形寸法 

高さ 44.0 X 幅29.0 X 奥行27.0巳 m 

製品 質量 

フ .4 k 邑 


♦改善のため予告な< 仕様を変更ずることびあ0まず。 
♦運転び停止のとさの消費電力は約 0.7 W でず。 


廃棄時のごま意 


分解せずに、各自ミ台体の条例規則等にしたびって廃棄してください。 


愛情点検 


の 


長年ご使用のプラズマイオン UV 加湿脱臭機の点検を！ 


このよラな症状はありませんか。 

♦水漏れずる。 

♦スイッチを入れてを運転しなかった0、途中で止まっ 
たりずる。 

♦コードを動かずと通電した0、しなかった0ずる。 
♦ファン回転中に異常な音や振動びずる。 

♦本体び異常に熱かったり、焦げ臭いニオイびずる。 
♦その他の異常や故障びある。 


> 


故障や事故防止のため、ずぐに 
電源プラグをコンセントから抜 
いて、お買い上げの販売店また 
は当社コールセンターに点検 • 
修理をご相談ください。 


1 2 
※ 
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全国サービスネットワーク 


修理-お取り扱い-お手入れなどのご相談は、まずお買い上げの販売店へお申し付けください。輯居や贈 
答品などでお困りの場台は、当社コールセンターまたは最寄りのサービスセンターへご相談ください。 


♦コールセンター 


製品の修理依頼および技術などに関するお問い合わせは下記コールセンターへ 

> 


• 修理のご依頼を集中してお受けします。 

___ ♦ナビダイヤルは、 PHS および IP 電話からはご利 

0570-089-1 11 ffl になれませんので下記の電話番号へ©かけ< だ 

さい。 

ナヒ 3 ィ村レ® FAX 01 吕 0-070 -吕吕 0(フリーダイヤル） 巧 044 -8 巨 1-7700 りで） 






参 技術のご相談をお受けします。 

• ナビダイヤルは、 PHS および IP 電話からはご利 

^5^ 0570 -089- 333 畑こ抓ま t ^ん®巧記®胃離号へぁで、 l ブくだ' 

ナビ 3 Y 村レ⑩ fax 01 吕 0-070-247 ( フリーダイヤル） 巧 044 -8 已 7-3000 りで） 

L. ^ 


♦ナビダイヤルの通話料は、全国一律でず。 



インターネット…修理受付、技術相談についてお受けします。 

URL hHp : // www . fujitsu - general . com / jp / support / 

L. J 


一 




♦サービスセンター 


ヒ海道全域-青森-が田•岩手•宮城-山お-福島地区 

北海道 a 01 1(241)4622 ( iX ) 

干日目〇-〇〇〇フ札幌市中央区北 t 条西] 3- g - i 塚本ビル 
青森巧017(722)日012 (代） 

干 030-0813 青森禍原1み日サンシャインプラヴ松原日-1日1 
盛岡巧 0] 日 (638) 己130 (代） 

干日 20-08 日]岩手県紫波郡矢巾町流通センター南3-目-己 
仙台巧022 (239) 已10曰（イ t ) 

干日 83-0034 仙台市宮城野区扇町 3-5-5 
山お巧023 (64 己)6330 (代） 

〒日日 0-0 召32山升姉城西町 4-2 日-31 
君区山巧024 (922) 已己70 ( iX ) 

干日日 3-8024 郡山市朝日 2-1- 已丸久ビル1日已号 


首都團地区 


東京地区およびき斤漏.群馬-お木-埼玉•千葉•茨城.神奈川- 

静岡•山梨-長野地区 

東京第一泣 03(684]) 日331 ( イた） 

干 ] 2己-00己6東京都葛飾区青戸 4-2 日-22エクセレンツ青戸公園 

東京第二な0422(已 3)6709 ( イ t ) 

干] 80-0014 武蔵野市関前 3- 1已 - 10秋山ビル]階 
東京第兰巧0426 (36) 已曰97 ( イ t ) 

干 ] 日 2-0 日14八王子市片倉町 3] り IJ - べ片倉]階 
新漏巧02已 (28 已 )1 136 (代） 

干 950-0962 新漏神央区出賴別引ティ-アンドケイ出来島1階 
高崎巧027 (328)07 ] 1(代） 

干 370-0831 高崎市あ6町日-19 
宇都宮巧028(曰 62)8221 (代） 

干321 -0 日] 2宇都宮市石井町2已78 
さいたまむ048(日 68)48] 2 (イち） 

干331 -08 11さいたま市北区吉野町 2-202-1 
千葉巧047 (484)9 10已（代） 

干 276-0025 八前麵船南 2-1 日- 42 ソルボン巧ンシ 3 ン 101 号室 
巧奈川第一泣04已 (944)3900 ( iX ) 

干2 ] 3-8502 JI I 崎市高津区末長111日 
巧奈川第二狂 046(401)1 己30 ( iX ) 

干 243-0018 厚木市中町4-已 -11 平本ビル1階 
静岡巧〇已 4(237)88 已9 ( iX ) 

干 422-8034 静岡市駿巧区高松 2-17-33 
松本巧0263 (27)3246 (代） 

干 390-0841 松本市港 3-10- 11折井ビル1階 


株式会社富±通ゼオ、ラ J レ 

t 213 - 8502 リ1崎市高津区末長 ] 116番地 
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中部-近畿地区 


詩岡•富山•石川•福井•岐阜•愛知•云重 • 滋賀 • 京都 • 大阪 • 
ち庫•奈良-和歌山地区 
ミ兵松巧〇已 3(4 曰 4)0068 (代） 

干43日-0048ミ兵松市東区上西町3己-己 
金ミ只巧076 (291)23 已4 (代） 

〒日21-80]4金ミ尺市糸田 1-71 
名古屋巧〇已 2(77 己）1847 HX ) 

干 465-0028 名ち屋市名東区猪高台1 - 131已 
王重巧〇已 9(232)7407 (代） 

〒已1 4-0 102津市栗真町屋町1709 
京都巧07已 (931)0486 (代） 

〒目 □ 1 -82 13京都脯歐世が世町日み'!邮觀ビルク'ラ / W ツ1階 
関西巧072 (332)3603 (代） 

干已召 0-0004 松原市西野々 2-1-4 已 


中国.四国地区 


¢1山-広島-鳥取-島根-山□-徳島-香川-愛媛-高知地区] 

岡山泣08曰 (244)42 17 (代） 

干 700-0924 岡山市大元 2-4-3 ヤマシタ大元ビル1階 
広島巧082(已 03) 已118 (代） 

干733-日03己広島市西区南観音 5-11-12 
松江巧08曰 2(21)90 14 (代） 

〒目日 0-00] 已す公江市上乃木日- 2- 17シェルブラン102 
高松巧 087(88 已）1111(代） 

干7目 1-8084 高松市一宜町2已 8-1 


九州地区 


福岡•佐賀•長崎*熊本•大分•宜崎-鹿巧島-沖縄地区 
福岡巧0日2(已已 2) 143已（代） 

干 8 ] 5-0031 福岡市南区清水 2 - 9-29 
化九州巧093 (921)4 已72 (代） 

干吕 02-00 目 4 北九州市ル倉北区片野 4 - 3 - 1 8 木村ビル1階 
貪 R 本巧09曰 (360)3981 (代） 

〒召目 2-0 日] 3熊本市尾の上 4-11-47 ミヒ□ビル 
九州南0 099(2 已 4)6 已〇已（イ t ) 

干 890-0073 鹿児島市宇宿 3 - 17-13 


※住所-電話番号は変更になることがありますのでご了 
承ください。 （2 日10年7月現在) 


化ミ毎道-ま化地区 































店名-住所-電話番号 


本書は、本書記載内容により無料修理を行ラことをお約束するをのです。 

上記「無料修理保証期間」中に故障び発生した場合は、商品と本書をご持参ご提示のラえ、 
お買い上げの販売店に修理をご依頼<ださい。 

参所定事項記入欄び空欄のままですと、本書は有効とはな0ませんので、をし未記入の場合 
は、すぐにお買い上げの販売店へお申し出ください。 

* お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保証期間内のサービス活動及びその後の安全 
点検活動のために記載内容を利用させて頂<場合びございますので、ご了承<ださい。 

参本書は再発行いたしませんので、大切に保管して<ださい。 


<無料修理規定> 


♦取扱説明書、本体添付ラベル等のを意書 
に従つた正常な使用状態で故障した場合 
は、お買い上げの販売店び無料修理いた 
します。 

•保証期間内に故障して無料修理を受ける 
場合は、商品と本書をご持参ご提示のラ 
え、お買い上げの販売店にご相談<ださ 
い。 

参ご転居の場合は、事前にお買い上げの販 
売店にご相談 < ださい。 

♦ご贈答品等で本書に記入してあるお買い 
上げの販売店に修理依頼びでさない場合 
には、全国サービスネットワークをご覧 
のうえ、当社コールセンターへご相談く 
ださい。 

•保証期間中でを、次の場合には、有料修 
理になります。 

(イ）使用上の誤りや不当な修理、改造に 
よる故障及び損傷。 

(□) お買い上げ後の転倒、落下などによ 
る故障及び損傷。 


(八）火災、地震、水害、落雷、その他の 
天災地変、公害や異常電圧による故 
障及び損傷。 

(二）接続する他の機器の異常により生ず 
る故障及び損傷。 

(ホ）一般家庭用し U 外（例えば業務用の長 
時間使用、車両、船舶への搭載）に 
使用された場合の故障及び損傷。 

(へ） 本書のご提示びない場合。 

(卜）本書のお買い上げ年月曰、お客様名、 
販売店名の記入のない場合、あるい 
は字句を書さ換えられた場合。 

♦この商品（持込修理の対象商品）につい 
て出張修理をご希望の場合には、出張に 
要ずる実費を申し受けます。また、当社 
サービスセンターなどへ送付された場合 
の送料は、お客様の負担となりまず。 

参本書は曰本国内においてのみ有効です。 
This warrantv is valid only in Japan . 


修理メモ 


m * 本書はこれに明示した期間、条件のをとにおいて無料修理をお約束するをのでず。従って 
1 この保証書によって、保証書を発行しているを（保証責任ち）及びそれ1^1外の事業ちに対 

1 するお客様の法律上の権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過後の修理に 

1 ついてご不明の場合は、お買い上げの販売店または当社コールセンターにお問い合わせ< 

麗 ださい。 纖 

I * 保証期間経過後の修理については取扱説明書をご覧ください。補修用性能部品の保有期間 1 
i は製造巧切り後日年です。 1 

I 株式を社冨± 通ゼネラ;レ 〒 213 -祀 02 り I 崎市高津区末長]]]日番地 巧044 旧日日) 1111 (巧） g 

94 已 06 己1008 -03 
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プラズマイオン UV 加湿脱臭機保証書 持込修理 

形名 

DAS -303 W 

お 

客 

様 

ごち名 

様 

ご住所 

〒□□□■□□中 TEL ( ) 

無料修理 
保証期間 

お買い上げ年月曰 

年 月 日から 1^胃 


販売店 


























